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1．はじめに：特発性振戦症候群(全身性

振戦症候群)は原因不明の全身の振戦を示

す疾患である。本疾患は白色犬種に多く

みられるとされてきたが、近年では白色

犬種以外でも報告されている。症状は細

かい振戦が数日の間に進行し、興奮、緊

張などで悪化し、睡眠時には減弱する。

振戦以外には威嚇瞬目反応の消失や眼振

などが認められることもある。一般的に

は体幹や四肢の振戦が主症状であること

が多いが、今回 jaw chattering（顎がガチガ

チする症状）を主症状とする症例に遭遇

したため、その概要を報告する。

2．症例：雑種犬、1 歳 7 ヶ月齢、雌。2

〜 3 日前から痙攣しているという主訴で

来院した。顎、眼瞼の痙攣様症状、顔面

の筋肉の引きつり、前肢のつっぱり等が

認められた。意識状態は清明であった。

血液検査、X 線検査、超音波検査では著

変は認められなかった。

3．診断、治療および経過：初診時の症状

からてんかん発作、破傷風等を疑いメト

ロニダゾール、ジアゼパム、ゾニサミド

の投与を行なったが改善は認められなか

った。その後垂直眼振、測定過大が出現

し、前肢のつっぱりは改善した。また興

奮時に症状が悪化し、安静時には改善し

ていたことから jaw chattering を伴う特発性

振戦症候群を疑い、MRI 検査、CSF 検査を

提案したが、その時点での検査を希望さ

れ な か っ た た め 、 プ レ ド ニ ゾ ロ ン

2.2mg/kg/SID の投与を開始した。プレドニ

ゾロン投与 2 週間後には症状は大きく改

善し、興奮時の jaw chattering が残るのみと

なった。その後 MRI 検査を希望されたた

め、岩手大学動物病院にて MRI 検査、CSF

検査を実施したが著変は認められなかっ

たため、特発性振戦症候群として治療を

継続。現在は全ての薬を休薬しているが、

興奮時に軽度の振戦が認められるのみで

コントロール出来ている。

4．考察：特発性振戦症候群の症例におい

て jaw chattering は比較的稀な症状であり、

てんかん発作等との鑑別が重要である。

特発性振戦症候群は治療反応の良い予後

良好な疾患であることから、種々の検査

結果から早期診断、治療を行うことが重

要であると考えられた。また今回は行っ

ていないが、可能であれば脳波検査を実

施することができればてんかん発作との

鑑別に有用であると考えられた。


